国際共同研究（2011年～2014年）提案書
－「東アジアの大学における教員養成の質保証に関する国際共同研究」に向けて－
東京学芸大学は、東アジア教員養成国際コンソーシアムの新しいフェーズとして、コンソーシアムの主要大学と共に、大学における教員養成の質保証に関する国際共同研究と国際大学院プログラム整備の計画をしています。

　ついては、国際共同研究実施に向けて、皆様と活発な論議を行い、研究が実質的な活動になるように、準備会議を東京で開催することを提案いたします。
１．国際共同研究テーマ
　（メイン・テーマ）
   　東アジアの大学における教員養成の質保証に関する国際共同研究
  （目的）
・東アジアの大学における教員養成の質保証のための制度と実態に関する現状につい
て相互理解を深める。
　　・東アジアの大学における教員養成の改善に資する注目すべき制度・取り組み等に関
する知見を蓄積しまとめる。

　　・東アジア教員養成系国際大学院プログラムを整備する。
２．参加予定主要大学
   　東京学芸大学、大阪教育大学、※連合学校教育学研究科連携大学

　　　　※東京学芸大学と博士課程教育を連携して行う大学院研究科を設置する、

　　　　　横浜国立大学、埼玉大学及び千葉大学
　北京師範大学、華東師範大学、上海師範大学
   　公州大学校、ソウル教育大学校

   　国立台湾師範大学
３．共同研究を提案する背景・趣旨
近年、大学における教員養成の質的水準の向上は日本ばかりでなく世界的規模での課題です。そして、各国・地域ではそれぞれの国・地域における、文化的、社会的、歴史的背景に基づいた大学における教員養成の諸課題に対して取り組みを展開していますが、その一方、この国際的動向の特徴として、第１には、グローバル化が進む現代の大学における教員養成は、国際化が急務であり教育研究の国際的通用性が肝要な大学コミュニティの一翼を担うに値する質保証が求められています。第２には、大学における教員養成の総体が構造的に問題にされています。すなわち、現代の学校教育をめぐる問題が多様化・複雑化するなかで、①初等・中等学校で教える一般教員の養成の質保証、②それら一般教員の教育力を各大学および各地域でまとめ上げ発揮させるべき校長や指導主事等、教育指導職の養成の質保証、③一般教員および教育指導職の養成を担う大学教員の養成の質保証、これら３つの層の教員の質保証が相互に関連したかたちで問題にされています。
各国・地域での大学における教員養成に関するこれらの諸課題を検証しつつ、今日の激しい国際的モビリティ、特に東アジアにおける人々の往来を鑑みて、教育と教員養成が一国間に留まった課題ではないことを認識した上で、この国際的な取り組みが、こうした喫緊の課題に応えるものと考えます。
また、基本的な国家事業である教育を担う大学における教員養成の質保証問題について、東アジアの国際共同事業として取り組むことは、教員像を元来共有してきた東アジアにおいて、大学における教員養成の質保証の共通した問題と課題を取り上げることになりましょう。あわせて、これらの共通課題をめぐって教員養成系の高度で体系的な研究組織を編成し、その解決策を探る国際共同研究を実施し、その連携結果に基づいて国際大学院プログラムを策定することは、東アジア共同体構想としての共通した教員養成諸課題対応体制の構築及びCAMPUS Asiaにおける東アジアの大学間交流の活性化に強く貢献すると考えています。
４．国際共同研究スキーム

(a)期間：この国際共同研究プロジェクトの実施期間は、2011年から2014年までの４年間である。

(b)組織：本プロジェクトは、上述の国際的動向の特徴に即して、次の３つの研究グループを組織する。グループの研究活動を先行させつつ、各グループの進捗状況と作業課題を確認するために３グループ合同の研究会を適宜もつ。

３つの研究グループとは、

1)初等・中等学校で教える一般教員の養成の質保証に関する研究グループ。これを、初等学校教員養成と中等学校教員養成の小分科会に分けて組織することも考えられるかもしれない。

2)校長や指導主事等、教育指導職の養成の質保証に関する研究グループ。

3)教員養成を担う大学教員の養成の質保証に関する研究グループ。※なおこれらの研究グループの正式な構成員ではないが、各グループの研究活動に、参加大学の大学院生を積極的に参加させる。

(c)目標：東アジアの上記３層にわたる大学における教員養成の質保証のための制度と実態に関する現状を比較・分析することを通して、相互理解を深めるとともに、各国の制度と運用の改善に資する知見を蓄積・整理し、もって、東アジアの大学における教員養成の質保証とその向上をめざす。最終的に、これらの研究活動を統合し、国際的通用性をもった東アジア教員養成系国際大学院プログラムを整備することをめざす。
(d)日程：①2011年度：研究計画の確認に基づき、３つの研究グループごとに、各対象に即して、それぞれの国・地域の大学における教員養成の質保証の制度・運用・実態の現状と課題について当該国・地域の研究者が報告、討議を通して、グループ内での共通理解を図る。

②2012年度：前年からの作業を継続する。その進行状況をみながら、東京学芸大学において３グループの合同研究会を開催し、それまでの研究活動の到達点を整理し、その後の作業課題を全体として共通確認する。

③2013年度：３つの研究グループごとに、一般教員養成、教育指導職教員養成、教員養成担当大学教員養成の各対象に即して、それぞれの国・地域の大学における教員養成の質保証に関わる注目すべき先進的な取り組みをケーススタディとして当該国・地域の研究者が報告、検討を通して、ケーススタディを叙述する様式の統一を図りつつ、その収集・蓄積を行う。さらに、教員養成を担う大学教員の養成の質保証に関する研究グループは、そのほか２つの研究グループとともに、東アジアの教員養成系大学に適用可能な教員養成を担う大学教員養成のための国際大学院プログラムの整備に努める。
④2014年度：ケーススタディの収集・蓄積の作業を継続しつつ、４年間の研究の成果を総括し、日本語・中国語・韓国語・英語による著書として、報告書を出版する。

５．実施準備の要件
国際共同研究実施に向けた準備は下記のとおりとします。
    　①各研究グループの構成員数は１０名程度とします。
    　②各大学は本国際共同研究に参画するに相応しい教員を、各研究グループに１名推薦してください。なお、全ての研究グループに参画する必要はありません。（推薦〆切り期限、提出先は後述します。）
    　③本国際共同研究の運営に使用する言語は英語とします。
    　④国際共同研究に参画するために必要な経費、例えば、旅費、セミナー開催経費などは、各大学の負担としたいので、参加大学はそれぞれで予算の獲得が必要となるでしょう。
      ⑤本国際共同研究の開始時期は、日本の会計年度にあわせて２０１１年４月とし　ます。
６．東アジア教員養成系国際大学院プログラムの整備
なお、国際共同研究の来年度実施が可能となれば、大学院生も共同研究に帯同させて研究セミナーに参加させていくことが、重要なポイントと考えています。そして、それらの実績に基づき参加大学間における教員養成系国際大学院プログラムを整備することを目標とします。
７．各研究グループ研究者推薦について
    ・推薦期限・・・２０１１年２月１８日（金）

　　　　可能であれば、準備会議当日に推薦状をいただければと考えております。
    ・推薦に関する調書・・・別紙様式に下記の事項をとりまとめて研究者をご推薦ください。
　　　①氏名
　　　②職名
　　　②所属
　　　③参加する研究グループ名
④研究分野と研究グループの研究テーマとの関連性及び本国際共同研究参加における抱負
    ・推薦先・・・・東京学芸大学国際課国際企画係
e-mail: kokusai@u-gakugei.ac.jp
　　・推薦された研究者については、各研究グループの定員（１０名）を目安に調整することがあります。
８．準備会議

・名称（仮）「東アジアにおける教員養成の質保証に関する国際共同研究」準備会議
・開催場所　東京
・開催時期（予定）２０１１年２月１８日（金）
　　・審議事項（予定）
   　　 ①国際共同研究の進め方
  　　　②国際共同研究に参画するために必要な経費負担
  　　　③大学院生を参加させるスキーム
　　・旅行経費
　　　　　　この度は東京学芸大学の提案による準備会議で皆様にご案内をしていますので、

　　　　　　各最寄り空港から東京（羽田空港）への往復航空チケット及びホテルの宿泊代を、

人数を限って（各大学２名程度）本学が負担させていただく準備をしております。

詳細は追ってお知らせいたします。
　　・事前説明訪問
　　　準備会議開催の前に皆様の大学へ本学の担当者が貴学を訪問し、調整等をさせてい

　　　ただければと思います。２０１０年１２月から２０１１年１月までの間に、
本学担当者数名を貴学に訪問させてくださいますと幸いです。
日程調整は追ってご依頼いたします。
・本国際共同研究に関するご質問は、下記にお願いします。
(研究グループ、共同研究テーマなど共同研究に関する全般的事項)
        東京学芸大学理事・副学長（教育等・国際担当）　田中喜美（たなかよしみ）
        tel:+81-42-329-7851    fax:+81-42-329-7114
        e-mail: tanaka@u-gakugei.ac.jp
     （国際共同研究運営及び実務的事項）
        東京学芸大学国際課長　藤井修治（ふじいのぶはる）
        tel:+81-42-329-7848    fax:+81-42-329-7765
        e-mail: nfujii@u-gakugei.ac.jp
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